
予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

0千円
予算事業名

総人件費 1,574千円 1,540千円

地震災害救助に要する経費 総事業コスト 1,789千円 1,913千円 0千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 215千円 373千円 0千円 0千円

教育局 文化財課 保存係 01 03 04 01 14

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 指定等文化財修復事業
指標名 補助件数

2 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要
対象文化財の災害復旧費への補助件数。平成27年
度までの事業。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

4 － － － － －2

その他特財 0千円 0千円

根拠法令等
文化財保護法，つくば市国県指定等文化
財保存活用事業補助金交付要綱

県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 2

一般財源 215千円 373千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－

0千円 0千円

1,540千円 0千円

時間外
勤務

20.00時間 20.00時間 0.00時間事
業
の
目
的

東日本大震災で被害を受けた国・県指定等文化
財のうち民有のものについて，茨城県の補助金
に随伴補助することで，災害復旧工事を行うた
め。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.20人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

県指定有形文化財２件，国登録有形文化財２件の復旧
工事に対して補助する。

事
業
計
画

実施しない。

事業費（Ａ） 215千円 373千円 0千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
0千円 0千円

活
動
実
績

・国登録有形文化財２件で実施した。
・県指定有形文化財２件については経年劣化と震災被
害との区分が不明瞭なことから補助事業不採択だった。

上
半
期
活
動
実
績

-

・出来る限り本来の形態に戻すことを第一に，今
後の災害等にも強い修理を行う。
・平成23～27年度の県５カ年事業。

課
題
－

課
題

成
果
本来の形態に戻すとともに，今後の災害等にも強い修
理を行うことができた。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 【終了】中：適切な費用対効果が得られている

0千円 0千円

臨時職員等 無 無 無

-
1,913千円 0千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

1,789千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 1,574千円

効率性 -

総合評価 ―：事業の終了 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.20人 0.00人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 【終了】中：適切な成果が得られている

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

1,857千円
予算事業名

総人件費 1,899千円 1,857千円

文化財保護審議会に要する経費 総事業コスト 2,037千円 2,003千円 2,079千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 138千円 146千円 222千円 0千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 11

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 文化財保護審議会事業
指標名 会議の実施回数

２回 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要 上下半期の各１回，会議を開催する。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回２回

その他特財 0千円 0千円

根拠法令等
文化財保護法
つくば市文化財保護審議会条例

県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 ２回

一般財源 138千円 146千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

年３回の会議開催。

0千円 0千円

1,857千円 1,857千円

時間外
勤務

0.00時間 0.00時間 0.00時間事
業
の
目
的

教育委員会の諮問に応じ，文化財の保存及び活
用に関する重要な事項について調査し，教育委
員会に建議するため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人

0千円

地方債

個別計画 －

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

・上半期は７月に会議を開催し，前年度事業報告と本年
度事業計画説明を行う。
・下半期は12月に会議を開催し，毎年実施する小田城
跡発掘調査視察及び年度途中報告を行う。
・必要に応じて会議を開催し，諮問答申や各種文化財保
護について議論する。

事
業
計
画

・現任期（平成26年７月１日～同28年６月30日）終了に
伴う，新委員の選任をする。
・上半期は７月に会議を開催し，前年度事業報告と本年
度事業計画説明を行う。
・上半期は12月に会議を開催し，毎年実施する小田城
跡発掘調査視察及び年度途中報告を行う。
・必要に応じて会議を開催し，諮問答申や各種文化財保
護について議論する。

事業費（Ａ） 138千円 146千円 222千円 0千円

事業分類 Ｂ　任意的事業（小規模）
0千円 0千円

活
動
実
績

・上半期は７月13日(月)に開催し，悉皆調査，小田城跡
管理活用，文化財修復，指定候補物件その他について
議論した。
・下半期は12月21日(月)に開催し，小田城跡発掘調査を
視察。さらにその復元整備後の特に管理方法，市指定
天然記念物枯死による指定解除，天然記念物保存その
他について議論した。

上
半
期
活
動
実
績

-

・任期２年の委員10名による会議を，年２，３回開
催し，各種文化財の現地調査も実施する。
・文化財保護行政において，広範な知識を持つ外
部有識者により，適切で公平な判断を行う。

課
題
保存・活用といった保護に関する意見をいただきなが
ら，人手不足で実行に移せない部分がある。

課
題

成
果

・諮問・答申は市指定天然記念物枯死による指定解除
手続を行った。
・その他，主要事業である小田城跡復元整備工事の整
備や管理，指定文化財の修理，巨樹等の自然文化財調
査その他について，保存・活用に関する深い議論ができ
た。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている

222千円 0千円

臨時職員等 無 無 無

-
2,003千円 2,079千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

2,037千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 1,899千円

効率性 -

総合評価 Ａ：成果を維持して継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.25人 0.25人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

効率性 -

総合評価 Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

1.05人 1.05人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要

１　埋蔵文化財調査
　①各種開発等に伴う試掘・確認調査
　②非営利目的での本発掘調査等
２　悉皆調査
　各種文化財について計画的・継続的に所在や
概要を把握する基本調査。26年度から５年計画
で自然文化財調査１件を行う。
３　その他文化財の調査
　その他必要に応じて各種調査を行う。

課
題

・埋蔵文化財の取扱・調整・各種手続は遺漏無く行われ
るようになってきているが，未だに何故行わなければな
らないのかという疑問を抱く事業者も多く，さらなる周知
が必要である。
・埋蔵文化財及び悉皆調査での大幅な調査件数増加
は，そのまま時間外勤務の増大につながっている。

課
題

成
果

１　開発事業と文化財保存との円滑な調整，そのままで
は失われてしまう文化財の保存・活用方法の検討がで
きたとともに，調査成果が市の財産にもなっている。
２　悉皆調査での件数増加は市民の関心を掘り起こした
結果と考えられる。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 高：費用対効果が向上（高水準を維持）している

4,138千円 0千円

臨時職員等 有 有 有

-
15,538千円 15,145千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

14,106千円

執行体制 一部委託
人件費（Ｂ） 8,516千円

事
業
の
目
的

市内に所在する無指定を含む各種文化財の基本
調査を行い，基礎データを収集し，今後の保存対
策の立案・資料蓄積及び‘まちづくり’の根幹とな
る地域独自の文化財の把握をするため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

1.05人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

１　埋蔵文化財調査は発生状況に左右されるが，月１件
計12件実施と想定し実施して，開発等の円滑な推進を
図る。
２　悉皆調査件は26年度のﾘｽﾄｱｯﾌﾟで150件だったこと
から，27年度からの３年間は平均の50件を年間調査件
数とする。ただし，調査の過程で新規対象が生じた場合
は適宜追加調査する。
３　必要に応じて各種文化財調査を行う。

事
業
計
画

１　埋蔵文化財調査は発生状況に左右されるが，月１件
計12件実施と想定し実施して，開発等の円滑な推進を
図る。
２　悉皆調査件は現地調査の２年目で，桜・豊里地区を
対象に50件を行い，その過程で新規対象が生じた場合
は適宜追加調査する。
３　必要に応じて各種文化財調査を行う。

事業費（Ａ） 5,590千円 7,203千円 6,810千円 0千円

事業分類 Ｃ　義務的事業
0千円 0千円

活
動
実
績

１　埋蔵文化財調査は，①の試掘・確認調査が31件，②
の本発掘調査が5件の計36件だった。
２　悉皆調査は茎崎・谷田部地区を対象とし，６月に区
会へ実施通知を回覧して７月～３月まで調査を行った。
追加対象が大幅に増えたため100件となった。
３　１月に面野井地区で有形文化財の下見調査を行っ
た。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 3,720千円 4,646千円

1,870千円 2,557千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－

2,672千円 0千円

8,335千円 8,335千円

時間外
勤務

200.00時間 200.00時間 200.00時間

根拠法令等文化財保護法
県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン Ⅰ 3 12 文化財保護の推進

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 － 100件 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要

１　埋文調査数は開発等の発生状況に左右されるた
め，指標を設定できない。
２　悉皆調査数は27～29年度の現地調査数とし，27
年度は追加調査が多く想定50件の2倍となったので，
28・29年度は1.5倍とする。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

50件 75件 75件 未定 未定 未定－

その他特財 0千円 0千円

教育局 文化財課 保存係 01 10 05 03 12

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 文化財調査事業
指標名 調査件数

8,335千円
予算事業名

総人件費 8,516千円 8,335千円

文化財調査に要する経費 総事業コスト 14,106千円 15,538千円 15,145千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 5,590千円 7,203千円 6,810千円 0千円



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

4,937千円
予算事業名

総人件費 6,186千円 6,052千円

文化財維持管理に要する経費 総事業コスト 24,170千円 22,177千円 9,368千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 17,984千円 16,125千円 4,431千円 0千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 13

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 市管理文化財維持管理事業
指標名 管理文化財件数

９件 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要
市が直接に草刈り・修繕等の維持管理をする文化財
の件数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

９件 ９件 ９件 ９件 ９件 ９件９件

その他特財 6千円 13千円

根拠法令等
文化財保護法，茨城県文化財保護条例，
つくば市文化財保護条例

県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 ９件

一般財源 15,079千円 14,853千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－

0千円 0千円

3,026千円 3,026千円

時間外
勤務

20.00時間 20.00時間 20.00時間事
業
の
目
的

市内に所在する国・県・市指定や国登録その他の
文化財，周知の遺跡等を次世代に良好な状態で
継承することを目的に，必要に応じた保護と維持
管理を行うとともに，活用のために必要な処理を
講ずるため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.40人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

市内に所在する，国４件・県29件・市84件の指定文化
財，３件の国登録文化財及び620ｹ所の周知の遺跡（埋
蔵文化財）の適切な維持管理。
①市有・管理物件の土地賃借，草刈り，修繕。
②指定文化財等への説明板設置。
③文化財保護団体への参加。

事
業
計
画

市内に所在する，国４件・県29件・市83件（1件指定解
除）の指定文化財，３件の国登録文化財及び620ｹ所の
周知の遺跡（埋蔵文化財）の適切な維持管理。
①市有・管理物件の土地賃借，草刈り。
②指定文化財等への説明板設置。
③文化財保護団体への参加。
④その他必要な業務。

事業費（Ａ） 15,085千円 14,866千円 3,838千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
8千円 0千円

活
動
実
績

①日向廃寺跡の借地，小田城跡・八幡塚古墳・日向廃
寺跡等で草刈りを実施。
②無し。
③全国・茨城県の保護団体活動で，陳情・総会等に参
加。

上
半
期
活
動
実
績

-

文化庁，茨城県及び市文化財保護審議会，文化
財保護指導員その他の専門家の指導を仰ぎなが
ら，対象文化財を適切に維持・管理・整備等を行
う。また，市指定史跡保存のための民有地の賃
貸借や，史跡整備に関する団体に加盟し情報収
集や意見交換を行う。

課
題
史跡土地購入に伴い管理する土地が増加しており，維
持管理費の検討が必要である。

課
題

成
果

①指定等文化財の維持管理が適切にできた。
②無し。
③特に史跡の活用について意見交換や知見を得ること
ができた。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている

3,830千円 0千円

臨時職員等 無 無 無

-
17,892千円 6,864千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

18,178千円

執行体制 一部委託
人件費（Ｂ） 3,093千円

効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.40人 0.40人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

4,937千円
予算事業名

総人件費 6,186千円 6,052千円

文化財維持管理に要する経費 総事業コスト 24,170千円 22,177千円 9,368千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 17,984千円 16,125千円 4,431千円 0千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 13

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

0.00時間

Ｈ29年度
の方向性

- 理由 -
環
境

関
連
性

－
効率性 低：費用対効果が低下（低水準を維持）している 効率性 -

総合評価 Ｅ：事業の抜本的な見直し（縮小・廃止）の必要有り 総合評価 -

ISO
14001

- -

評
価

有効性 低：成果が低下（低水準を維持）している

評
価

有効性 -

1,139千円 1,115千円

1,115千円 0千円

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

事
業
の
概
要

文化財の調査・資料整備・連絡調整等，文化財の
保護・活用に関することを行う。

課
題
後任適任者の選任。

課
題
-

事業の
進捗状況

未達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

文化財の保護・活用を図るため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.15人 0.15人 0.00人

時間外
勤務

0.00時間 0.00時間

国庫支出金 0千円

臨時職員等 有 無 無

成
果
無し。

上
半
期
成
果

-

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

3,089千円

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

活
動
実
績

10年以上従事していた専門家が平成26年度末に退任し
た後の後任者が見つからず，活動せず。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 1,950千円 0千円 0千円 0千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ）

― ―

0千円

事
業
の
目
的

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

個別計画 ―

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

事
業
計
画

１名が出土文化財管理センターにて，文化財の調査・資
料整備・連絡調整等に従事する。

事
業
計
画

市管理文化財維持管理事業（の上欄④）と統一させる
（市内の文化財に精通する必要があるため市内在住者
が望ましいが，自然科学系と異なり人文科学系の歴史・
文化財の専門的知識を有する方を見いだすことができ
ないので，適任者を探すことを続けるが，事業展開が難
しいため）。

事業費（Ａ） 1,950千円 0千円 0千円 0千円

内
訳

総合戦略

― ― ― ― 実績 - - -

0千円 0千円 0千円

根拠法令等つくば市文化財保護指導員設置規則

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－
― ―

事務事業名 02 文化財保護指導員事業
指標名 － 指標種別 ―

指標の概要 －
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン ― ― ― ― - - - - - - -



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

4,937千円
予算事業名

総人件費 6,186千円 6,052千円

文化財維持管理に要する経費 総事業コスト 24,170千円 22,177千円 9,368千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 17,984千円 16,125千円 4,431千円 0千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 13

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

20.00時間

Ｈ29年度
の方向性

- 理由 -
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

評
価

有効性 -

1,954千円 1,911千円

3,170千円 2,504千円

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

事
業
の
概
要

指定・登録文化財の管理・修理について，所定の
手続を行いながら，その経費の一部を予算の範
囲内で補助する。

課
題
　数百万円を越える修繕事業への対応。

課
題
-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

市内に所在する国・県・市指定や国登録文化財を
次世代に良好な状態で継承するための各種経費
のうち，必要に応じた経費を補助することで，当該
文化財を保護するため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人 0.25人 0.25人

時間外
勤務

20.00時間 20.00時間

国庫支出金 0千円

臨時職員等 無 無 無

成
果
　国民共有財産とされる指定等文化財の所有・管理者
負担を軽減しながら文化財の保存が可能となった。

上
半
期
成
果

-

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

2,903千円

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

活
動
実
績

①6件に補助。
②国指定建造物の屋根修繕等

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 949千円 1,259千円 593千円 0千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ）

― ―

1,911千円

事
業
の
目
的

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

個別計画 ―

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

事
業
計
画

①市指定無形民俗文化財の活動補助。
②国県市指定・登録文化財のき損等が発生した場合の
修理費他の補助。

事
業
計
画

①市指定無形民俗文化財の活動補助。
②国県市指定・登録文化財のき損等が発生した場合の
修理費他の補助。

事業費（Ａ） 949千円 1,259千円 593千円 0千円

内
訳

総合戦略

― ― ― ― 実績 4 6 -

0千円 0千円 0千円

根拠法令等
文化財保護法，茨城県文化財保護条例，
つくば市文化財保護条例

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－
― ―

事務事業名 03 民有文化財補助事業
指標名 補助件数 指標種別 活動結果指標

指標の概要 指定文化財の維持活動費への補助
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン ― ― ― ― 6 6 6 6 6 6 6



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

効率性 -

総合評価 Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.25人 0.25人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要

１．保有史・資料の整理及び解読作業
　：江戸時代の近世文書を中心に行う。
２　史・資料集の刊行
　：整理・解読の終了した史・資料について，史・
資料集を刊行する。
３　未発見史・資料の調査及び記録
　：記録は写真やﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化も行う。
４．市関連史・資料の入手
　：古書店等からの購入も含む。

課
題

　統一した通史の市史を持たない本市だが，現状では
組織的・本格的な編纂事業を組むのが厳しい状況にあ
り，現在は史・資料散逸を防ぐための収集・調査・史料
集を刊行するという状況が続いており，何れ通史の市史
を準備する必要がある。

課
題

成
果
江戸時代後期の谷田部地区に関する文書を読解し，年
度末に史料集を１冊刊行した。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 高：費用対効果が向上（高水準を維持）している

3,690千円 0千円

臨時職員等 有 有 有

-
5,348千円 5,821千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

5,203千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 1,954千円

事
業
の
目
的

歴史資料を体系的・分類的に調査・整理・記録し
て郷土の歴史を正しく後世へ伝えるため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.25人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

1　県内でも古文書読解の第一人者により，江戸時代後
期の谷田部地区に関する文書を読解する，
２　年度末に史料集を１冊刊行する。
３　未発見史・資料の調査し記録する。
４．市関連史・資料を入手する。

事
業
計
画

1　県内でも古文書読解の第一人者により，古文書を読
解する，
２　年度末に史料集を１冊刊行する。
３　未発見史・資料の調査し記録する。
４．市関連史・資料を入手する。

事業費（Ａ） 3,249千円 3,437千円 3,910千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
220千円 0千円

活
動
実
績

１　江戸時代後期の谷田部地区に関する文書を読解し
た。
２　１の成果をもとに，市史料集第十二編－谷田部藩
（中）－」を刊行した。
３　市内民有古文書の読解を行った。
４　近世文書類６点を購入した。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 3,095千円 3,314千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

史料集等は販売しており，その売上高を前年度比で5％
上昇させる。

0千円 0千円

1,911千円 1,911千円

時間外
勤務

20.00時間 20.00時間 20.00時間

根拠法令等―
県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 １冊 １冊 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要
整理・解読の終了した史・資料について，冊子として
刊行する。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

１冊 １冊 １冊 １冊 １冊 １冊１冊

その他特財 154千円 123千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 14

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 市史編纂事業
指標名 　図書の刊行数。

1,911千円
予算事業名

総人件費 1,954千円 1,911千円

市史編纂に要する経費 総事業コスト 5,203千円 5,348千円 5,821千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 3,249千円 3,437千円 3,910千円 0千円



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

効率性 -

総合評価 Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.55人 0.55人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要

①土地買収は，文化庁長官に現状変更を許可さ
れない土地等で実施し，19年度までに史跡南半
の市街化調整区域約11haがほぼ終了し，現在は
北半の市街化区域で概ね毎年１筆を買収する。
②復元整備は，平成21～27年度に，史跡（約
22ha）中心の本丸跡を主とする遺構整備ゾーン
（約4.2ha)で実施し，合わせて展示機能を持つ案
内所を建設する。

課
題
公有地の草刈り等の管理と復元整備した「小田城跡歴
史ひろば」の活用。

課
題

成
果

①土地買収では，本丸北側出入口正面という極めて重
要な場所を公有化できた。
②復元整備は，平成７年度の基本構想以来，土地買
収・確認調査を経て約20年の歳月をかけ完成に至るこ
とができた。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 高：費用対効果が向上（高水準を維持）している

16,988千円 0千円

臨時職員等 無 無 無

-
227,188千円 62,837千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

177,275千円

執行体制 一部委託
人件費（Ｂ） 4,991千円

事
業
の
目
的

中世常陸の一大中心地だった，国指定史跡「小
田城跡」を土地買収により保存し，歴史公園とし
て活用できるよう復元整備するため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.55人

0千円

地方債

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画

59,200千円 63,800千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

①土地買収は，本丸北側出入口正面の宅地(1,450㎡)と
移転補償及びそれに伴う鑑定・測量を行う。
②復元整備は，本丸北西部の部残りの土木工事，北西
部土塁内手洗所建築工事，案内所外構工事，案内所展
示工事とそれぞれの施工監理を行う。また案内所の環
境整備（機会警備及び備品購入）を行う。

事
業
計
画

①土地買収は，史跡西橋の宅地（約450㎡㎡)と移転補
償及びそれに伴う鑑定・測量を行う。
②復元整備事業終了に伴う「小田城跡歴史ひろば」を開
園し（4月29日に開園行事開催），維持管理活用を図る。
また案内標識を整備する。

事業費（Ａ） 172,284千円 222,300千円 57,949千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
8,600千円 0千円

活
動
実
績

①土地買収は，年内に予定計画どおり実施した。
②復元整備は，年内に土塁内手洗所建築工事と案内所
外構工事が，年度末までに土木工事・展示工事と環境
整備が完了した。ただし，国庫補助の減額により史跡に
至る案内標識整備が行えなかった。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 24,592千円 42,683千円

88,492千円 115,817千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－

32,361千円 0千円

4,888千円 4,888千円

時間外
勤務

300.00時間 300.00時間 300.00時間

根拠法令等文化財保護法
県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン Ⅰ 3 12 文化財保護の推進

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 80％ 98％ -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 成果指標

指標の概要 ②復元整備工事全体に占める累計の工事進捗率。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

100％ 100％ ― ― ― ―80％

その他特財 0千円 0千円

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 15

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 小田城跡保存・活用事業
指標名 ②復元整備工事の進捗率

10,357千円
予算事業名

総人件費 10,579千円 10,357千円

小田城跡に要する経費 総事業コスト 190,667千円 237,165千円 74,912千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 180,088千円 226,808千円 64,555千円 0千円



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 15

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項
10,357千円

予算事業名
総人件費 10,579千円 10,357千円

小田城跡に要する経費 総事業コスト 190,667千円 237,165千円 74,912千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 180,088千円 226,808千円 64,555千円 0千円

事務事業名 02 小田城跡保存整備委員会事業
指標名 会議の実施回数 指標種別 活動結果指標

指標の概要 専門部会も含めた回数。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン ― ― ― ― ４回 ４回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回

総合戦略

― ― ― ― 実績 ４回 ４回 -

0千円 0千円 0千円

根拠法令等―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－
― ― ― ―

1,115千円

事
業
の
目
的

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

事
業
計
画

本委員会を１回，専門部会を３回開催する。

事
業
計
画

本委員会を１回，専門部会を２回開催する。また，本委
員会専門部会員を中心に９月24日にシンポジウムを開
催する。

事業費（Ａ） 334千円 337千円 654千円 0千円

内
訳

国庫支出金 0千円

臨時職員等 無 無 無

成
果

本委員会では一般レベルの意見を受け，専門部会では
全国レベルの専門的指導を受けながら，どちらか一方
に偏らないバランスの取れた協議を続けることが出来て
いる。

上
半
期
成
果

-

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

1,473千円

事業分類 Ｃ　義務的事業
その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

活
動
実
績

１月14日(水)に本委員会を，８月25日(火)・11月27日(金)
に専門部会をそれぞれ開催し，1回は都合がつかなかっ
たため個別に意見を伺った。復元整備工事の進捗状況
及び発掘調査計画・調査状況を視察して，多くの指導意
見を得た，

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 334千円 337千円 654千円 0千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 1,139千円 1,115千円

1,452千円 1,769千円

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

事
業
の
概
要

構成員は地元住民代表・市議会代表・専門研究
者等で，公有化・発掘調査・復元整備・管理活用・
その他必要な事項について協議する。また特に
専門的事項は別に専門部会を置いて指導を受け
る。

課
題
－

課
題
-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

文化庁の指導により，「小田城跡」の保存・活用
及び確認調査事業を，総合的・効果的に推進に
進めるための指導組織が必要なため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.15人 0.15人 0.15人

時間外
勤務

0.00時間 0.00時間 0.00時間

Ｈ29年度
の方向性

- 理由 -
環
境

関
連
性

－
効率性 高：費用対効果が向上（高水準を維持）している 効率性 -

総合評価 Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施 総合評価 -

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

評
価

有効性 -



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 15

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項
10,357千円

予算事業名
総人件費 10,579千円 10,357千円

小田城跡に要する経費 総事業コスト 190,667千円 237,165千円 74,912千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 180,088千円 226,808千円 64,555千円 0千円

事務事業名 03 小田城跡確認調査事業
指標名 累計調査面積 指標種別 成果指標

指標の概要 発掘調査面積の合計。
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン ― ― ― ― 3700㎡ 4000㎡ 4200㎡ 4500㎡ ― ― ―

総合戦略

― ― ― ― 実績 3774㎡ 4122㎡ -

2,043千円 2,523千円 0千円

根拠法令等
文化財保護法，史跡小田城跡保存整備基
本計画

その他の指標 現地説明会の参加人数。― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

改
善
目
標

－

改
善
目
標

早期の調査開始と終了。
― ― ― ―

4,354千円

事
業
の
目
的

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

個別計画 史跡小田城跡保存整備基本計画

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

事
業
計
画

発掘調査を史跡南西付近の曲輪Ⅴの西側約300㎡で実
施し，以前調査した出土木製品の保存処理も行う。また
12月第１土曜日に現地説明会を開催する。

事
業
計
画

10～２月に，発掘調査を史跡西付近の曲輪Ⅴ西側と周
辺の堀跡を中心に約200㎡で実施し，以前調査した出土
木製品の保存処理も行う。また12月第１土曜日に現地
説明会を開催する。

事業費（Ａ） 7,470千円 4,171千円 5,952千円 0千円

内
訳

国庫支出金 3,659千円

臨時職員等 有 有 有

成
果

発掘調査で下層で堀跡を確認したことにより，地下の複
雑な構造が広範囲にわたることが本年度も明らかにな
り，その成果を一般市民にも伝えることができた。

上
半
期
成
果

-

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

11,919千円

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財 0千円 0千円 0千円 0千円

活
動
実
績

発掘調査は10月～２月に348㎡（平成27年度までの累
計4,122㎡）で実施し，小田城最後の時代の平坦な生活
面の下で堀跡を確認した。木製品は15点保存処理し
た。
現地説明会は12月５日(土)に開催し,146名の参加が
あった。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 3,811千円 2,128千円 3,429千円 0千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 4,449千円 4,354千円

8,525千円 10,306千円

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

事
業
の
概
要

国指定史跡「小田城跡」本丸周辺部（遺構保全
ゾーン）約71,000㎡のうち,4,500㎡を目安に平成９
～30年度（現地調査は29年度まで）で発掘調査を
実施する。

課
題
宅地密集地である市街化区域での発掘調査の実施。

課
題
-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

買収した土地等，「小田城跡」の地下状況を把
握，確認するため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.55人 0.55人 0.55人

時間外
勤務

100.00時間 100.00時間 100.00時間

Ｈ29年度
の方向性

- 理由 -
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

評
価

有効性 -



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

4,963千円
予算事業名

総人件費 5,072千円 4,963千円

文化財展示施設管理に要する経費 総事業コスト 20,277千円 21,581千円 41,820千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 15,205千円 16,618千円 36,857千円 0千円

教育局 文化財課 活用係 01 10 05 03 16

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 文化財展示施設管理事業
指標名 収蔵資料利用件数

32件 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要
収蔵資料の閲覧・写真撮影複写・掲載及び貸出等の
利用件数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

30件 30件 30件 30件 30件 30件30件

その他特財 59千円 55千円

根拠法令等
つくば市文化財展示施設条例及び同条例
施行規則

県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン ― ― ― ―

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 30件

一般財源 15,146千円 16,563千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

老朽化が進む施設・設備の突発的な破損や劣化に対
し，発生してから3か月以内に対応する。

0千円 0千円

4,963千円 4,963千円

時間外
勤務

50.00時間 50.00時間 50.00時間事
業
の
目
的

市内から出土した文化財，史料及び民俗資料を
中心とした資料の収集・整理並びに復元整備した
史跡の保存と展示を行い，つくば市文化財展示
施設等（桜歴史民俗資料館，出土文化財管理セ
ンター，平沢官衙遺跡歴史ひろば，谷田部郷土
資料館）の収蔵資料や施設の維持管理するた
め。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.65人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

収蔵資料及び施設を適切かつ良好な状態に保つ。

事
業
計
画

収蔵資料及び施設を適切かつ良好な状態に保つととも
に，有効に活用して教育，研究に資する。

事業費（Ａ） 15,205千円 16,618千円 36,857千円 0千円

事業分類 Ｆ　施設等維持管理事業
48千円 0千円

活
動
実
績

・収蔵資料の貸出・閲覧等の利用，資料の写真掲載等
の利用が32件あった。
・老朽化が進む施設のうち，平沢官衙遺跡歴史ひろば
の外水道及び雨樋，桜歴史民俗資料館のトイレ改修，
出土文化財管理センターの扉の修繕，収蔵庫照明機器
の取換え等を行った。

上
半
期
活
動
実
績

-

・収蔵資料を適切に管理し，貸出等の利用手続き
を申請に応じて適宜行う。
・施設の維持管理のため諸法令に定められた業
務，植栽や設備の維持管理，機械警備，収蔵資
料の燻蒸処理等の業務を専門業者に委託して実
施し，施設を常に適切かつ良好な状態に保つ。
※桜歴史民俗資料館には，桜窓口センターが含
まれる。

課
題

老朽化が進む施設・設備の修繕を，市の公共施設マネ
ジメントと連動させながら計画的に実施する必要があ
る。

課
題

成
果

収蔵資料及び施設を適切かつ良好な状態に保つととも
に，資料貸出業務を通じて市外の方々に，つくば市の歴
史と文化への知識と理解を深め，合わせて学術の発展
に資することができた。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている

36,809千円 0千円

臨時職員等 有 有 有

-
21,581千円 41,820千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

20,277千円

執行体制 一部委託
人件費（Ｂ） 5,072千円

効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.65人 0.65人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

1,620千円
予算事業名

総人件費 1,655千円 1,620千円

金田官衙遺跡に要する経費 総事業コスト 121,296千円 125,359千円 197,526千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 119,641千円 123,739千円 195,906千円 0千円

教育局 文化財課 調査係 01 10 05 03 17

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 金田官衙遺跡保存・活用事業
指標名 累計土地買収面積

２.4ha -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 成果指標

指標の概要
買収対象面積約７.1haに対する当該年度までの累計
面積。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

２.4ha ３.05ha ３.7ha ４.35ha ６.0ha ６.65ha２.0ha

その他特財 0千円 0千円

根拠法令等文化財保護法
県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン Ⅰ 3 12 文化財保護の推進

― ― ― ―

その他の指標 －― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 ２.0ha

一般財源 24,035千円 24,748千円

95,606千円 98,991千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

取得面積が増え,議会で財産取得の議決を得る必要が
生じるため,手続きの変更と増加に対処する必要があ
る。

156,723千円 0千円

1,620千円 1,620千円

時間外
勤務

50.00時間 50.00時間 50.00時間事
業
の
目
的

中根・金田台特定土地区画整理事業内の歴史緑
空間用地に含まれる国指定史跡「金田官衙遺
跡」の土地を保存するため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.20人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 29,380千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

12年計画の6年目で，史跡東・中部の５筆，4,121.20㎡を
買収する。

事
業
計
画

小田城跡復元整備事業の終了を受けて，昨年度までの
買収予定面積毎年４千㎡前後を，その１.5倍強の毎年６
千５百㎡前後として実施する。

事業費（Ａ） 119,641千円 123,739千円 195,906千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
0千円 0千円

活
動
実
績

５筆，4,121.20.㎡を買収し，平成22年度からの累計面積
が2.4haとなった。

上
半
期
活
動
実
績

-

平成15年度に都市基盤整備公団，茨城県，つく
ば市の間で締結した「覚書」，及び同2１年度にＵ
Ｒ都市再生機構とつくば市の間で締結した覚書の
内容を具体化する「協定」により，史跡内の公有
地除く約７.1haを，国庫補助を受けて同機構から
平成22～33年の12年計画で買収する。

課
題

国指定史跡は現状変更が厳しく制限され（許可は文化
庁長官），地権者が土地利用を望んでも認められない場
合があることから，土地は行政が買収する必要があるた
め，地権者の理解を得ながら計画的に実施する必要が
ある。

課
題

成
果
土地買収により,文化財の保全が進むとともに，TX沿線
開発が良好な形で円滑に進行するという効果も図れる。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 高：費用対効果が向上（高水準を維持）している

9,803千円 0千円

臨時職員等 無 無 無

-
125,359千円 197,526千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

121,296千円

執行体制 一部委託
人件費（Ｂ） 1,655千円

効率性 -

総合評価 Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.20人 0.20人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 高：成果が向上（高水準を維持）している

-

事業の
進捗状況

達成
目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
目標の
進捗状況

-

事
業
の
概
要



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価

評
価

有効性 -

Ｈ29年度
の方向性

- 理由

-

0.55人 0.55人

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

-

事業の
進捗状況

達成
目標の

進捗状況
－

事業の
進捗状況

-
目標の

進捗状況
-

事
業
の
概
要

①出前講座・文化財施設見学説明。
②学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用
しやすい形にまとめるとともに，伝統文化教育を
支援する各種教材を学校に提供。

課
題

義務的な業務で，増加する一方の各種調査業務や施設
等の維持管理業務への従事に時間を取られ，本事業に
本格的に取り組めないこと。

課
題

成
果

歴史資料や文化財に触れることで，多くの子供達が，郷
土の歴史に関心と愛着を持つ機会が増えた。

上
半
期
成
果

-
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている

250千円 0千円

臨時職員等 有 有 有

-
4,294千円 4,390千円

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

4,473千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 4,232千円

事
業
の
目
的

「歴史・文化教育」は,教育日本一を目指して始
まった「つくばスタイル科」の7本柱の一つに挙げ
られ，また改正教育基本法等でも重視されている
ことから，県内でも有数の内容を誇る市の歴史や
文化財を，学校教育の中で市内の子供達に伝え
るため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.55人

0千円

地方債

個別計画 ―

0千円 0千円 0千円 0千円

H29年度当初

事
業
計
画

①出前講座・文化財施設見学説明。
②学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用しやす
い形にまとめるとともに，伝統文化教育を支援する各種
教材を学校に提供。

事
業
計
画

①出前講座・文化財施設見学説明。
②学校教諭対象の説明研修会の開催。
③つくば市の歴史や文化財を，教育現場で活用しやす
い形にまとめるとともに，伝統文化教育を支援する各種
教材を学校に提供。

事業費（Ａ） 241千円 154千円 250千円 0千円

事業分類 Ａ　任意的事業
0千円 0千円

活
動
実
績

①校内や近接地での出前講座や展示施設での説明案
内により，市内外の子供達につくば市の歴史や文化財
を伝えることができた。
②学校教諭対象の説明研修会は２回開催した。
③パンフレット類は１種類15,000部刊行し各校に配布し
た。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 241千円 154千円

0千円 0千円

改
善
目
標

－

改
善
目
標

子供向けのつくば市の歴史や文化財の市ホームページ
への掲載。

0千円 0千円

4,140千円 4,140千円

時間外
勤務

20.00時間 20.00時間 20.00時間

根拠法令等
文化財保護法，教育基本法，市教育振興
基本計画，つくばスタイル科カリュキユラ
ム

県支出金 0千円 0千円 0千円

総合戦略

― ― ― ―

戦略プラン Ⅰ 3 12 文化財保護の推進

― ― ― ―

その他の指標 学校教諭対象の説明研修会の開催（最低限１回）。― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

実績 27件 30件 -

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初

内
訳

国庫支出金

指標種別 活動結果指標

指標の概要
学校対象に行う出前講座や展示施設見学説明の件
数。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

25件 25件 25件 25件 25件 25件25件

その他特財 0千円 0千円

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 18

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 学校での伝統文化教育支援事業
指標名 講座・説明件数

6,904千円
予算事業名

総人件費 7,053千円 6,904千円

歴史文化教育・活用に要する経費 総事業コスト 10,116千円 10,028千円 8,783千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 3,063千円 3,124千円 1,879千円 0千円



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ27年度～Ｈ28年度】

教育局 文化財課 調査係・活用係 01 10 05 03 18

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項
6,904千円

予算事業名
総人件費 7,053千円 6,904千円

歴史文化教育・活用に要する経費 総事業コスト 10,116千円 10,028千円 8,783千円

事業実施コスト H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

総事業費 3,063千円 3,124千円 1,879千円 0千円

事務事業名 02 文化財展示講座等事業
指標名 企画展開催に伴う講演会等の回数 指標種別 活動結果指標

指標の概要
企画展のﾃｰﾏに沿った講演会や体験講座の開催回
数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

戦略プラン Ⅰ 3 12 文化財保護の推進 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

総合戦略

― ― ― ― 実績 ２回 ２回 -

1,015千円 0千円 0千円

根拠法令等 文化財保護法，市教育振興基本計画

その他の指標 文化財講座の実施回数。― ― ― ―
Ｈ27年度 Ｈ28年度

改
善
目
標

－

改
善
目
標

－
― ― ― ―

2,764千円

事
業
の
目
的

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

個別計画 ―

事業実施
コスト

H26年度決算 H27年度決算 H28年度当初 H29年度当初

事
業
計
画

①ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進に協力する企画展や講演会等の開催。
②前・後期各10回での講座を開講
③平沢官衙遺跡歴史ひろばで， 春の復元建物開扉・夏
のライトアップ・秋のつくば物語・冬の芝焼きと防火訓練
を開催。

事
業
計
画

①小田城跡歴史ひろば開園に伴う企画展やシンポジウ
ム等の開催。
②前・後期各10回での講座を開講
③平沢官衙遺跡歴史ひろばで， 春の復元建物開扉・夏
のライトアップ・秋のつくば物語・冬の芝焼きと防火訓練
を開催。
④小田城跡歴史ひろばで，４月29日に開園行事を開催
する。

事業費（Ａ） 2,822千円 2,970千円 1,629千円 0千円

内
訳

国庫支出金 1,015千円

臨時職員等 有 有 有

成
果

歴史資料や文化財に触れることで，多くの市民が，郷土
の歴史に関心と愛着を持つ機会が増えた。

上
半
期
成
果

-

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

5,643千円

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財 154千円 169千円 145千円 0千円

活
動
実
績

①巡回企画展『つくばの地形と歴史』を市庁舎・谷田部
郷土資料館等で行い1,524名の見学者があり，筑波大学
准教授による講演会は95名が拝聴し，小田城跡親子発
掘体験には８組19名が参加した。
②古文書講座を前・後期開催し，のべ59名が勉強した。
③平沢官衙遺跡での催事は，４事業で合計6,400名以上
の参加があった。

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 1,653千円 1,786千円 1,484千円 0千円

執行体制 職員のみ
人件費（Ｂ） 2,821千円 2,764千円

5,734千円 4,393千円

Ｈ
29
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

事
業
の
概
要

①展示施設や市庁舎を巡る巡回企画展を開催
し，ﾃｰﾏに沿った講演会等を実施。
②古文書読解等の文化財講座の実施。
③平沢官衙遺跡歴史ひろばにおける史跡活用催
事の開催。

課
題

義務的な業務である，増加する一方の各種調査業務や
施設等の維持管理業務への従事に時間を取られ，本事
業に本格的に取り組めないこと。

課
題

-

事業の
進捗状況

達成
目標の

進捗状況
－

事業の
進捗状況

-
目標の

進捗状況
-

県内でも有数の内容を誇る市の歴史や文化財に
対する市民の関心や郷土愛を育むととも観光等
へ活用することで市のプロモーションに寄与する
ため。

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.30人 0.30人 0.30人

時間外
勤務

200.00時間 200.00時間 200.00時間

Ｈ29年度
の方向性

- 理由 -
環
境

関
連
性

－
効率性 中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

ISO
14001

- -

評
価

有効性 中：適切な成果が得られている

評
価

有効性 -


